




















































ることもあった｡ こうした ｢自作装置｣ を使用す





る ｢製品化された機器｣ もあった｡ そのような機
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本研究は, 文部科学省科学研究費補助金 (基盤研究 B) ｢心理学の古典的実験機器に関するデータベース作成と






からである｡ ところが, ほとんどの機器は, 現物
どころか取扱説明書などの資料さえも残されてお
らず, 参照がおぼつかない時代に入りつつある｡





























































1 写真 (製品) 184
2 写真 S76迄 224
3 写真 S79 S77 S78 246
4 写真 S81 S80 195
5 写真 S82・83 169
6 写真 Z83 S84・Z84 114
7 写真 S85 Z85 S86 Z86 164
8 写真 S87 Z87 S88 S89 168



















名｣ ｢竹井での分類｣ ｢納入先｣ ｢撮影年月日｣ が
それである｡ 加えて, 検索に有効と考えられる数














は ｢視覚関係｣ と ｢聴覚音楽関係｣ ｢温度・圧・
痛覚・重量感覚｣ に細分化する一方, 体育領域全
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表 3 ｢領域・用途｣ タグに設定された分類項目



















































































ところで, 表 1の注釈に記したように, 竹井機






年以降は, S系列にまとめられた｡ ｢S｣ ｢Z｣ 両
系列とも, 注文製作された機器がかなり含まれて
いた｡ 言い換えれば, 9冊のバインダー資料には,















｢TKK CATALOGUE ’80｣ ｢TKK教材カタログ｣








とどめた (表 4参照)｡ なお, この選定基準から













2 80 CATALOGUE SPORTS TEST 43
3 REHABILITATION ’79 11
4 ’77体力診断運動能力テスト 66
5 TKK教材カタログ ’80 44
6 physical training & analysis 67
90年のカタログ
7 8990 CONTRIBUTION 268
8 KINESIOLOGY ’90 222
9 WELLNESS 1990 187
2000年のカタログ
10 TAKEI WELLNESS 2000 324







TION｣ と ｢KINESIOLOGY ’90｣ に多く掲載さ
れている｡ さらに 10年後の 2000年になると, 全
製品は体育系の ｢TAKEI WELLNESS 2000｣ と
心理系の ｢TAKEI MENTAL SCIENCE 2000｣








































営業本部長からの聞き取り資料 (長田, 2009) に
は, ｢三島先生とは結構私どもは縁が強いってい
うんですか, 先代の社長 (現会長) も結構深くお
つきあいさせていただいて, 現社長もそこの研究






































｢心理学 (基礎) 実験｣ などの授業で利用されて
きた竹井機器製実験機器・用具類の代表的なもの
は, ｢鏡映描写装置｣ ｢重量弁別器｣ ｢(ミュラーリ














作業はまず, 当時の 『心理学研究』 に掲載され



















『心理学研究』 第 40巻 (1969年度) から 60巻
(1989年度) に掲載された論文のうち, 竹井機器
工業の製品を使用したと判断できる論文は 62編
あった｡ 論文の同定は, 各論文の第 1著者名で行




解できるもの (時間測定など) と, 心理学での特
殊な利用なため解説を加える必要があるものに大






ものを ｢一般的利用｣ とする｡ 要するに, 汎用機
器である｡ それに該当するものを, 表 4から抜き
出し, 通番順に見ていこう｡
2の ｢握力計｣ は, 体育での利用が一般的な身
体測定用具で, 岡市 (1970) がこの装置を用いた
のは, 実験参加者の最大握力を測定するためであっ
た｡ 実験装置の設定を, 各人の最大握力の 1/5
に設定するために測定された｡
3と 4の ｢電気ストップウオッチ｣ ｢電気計時
計｣ は, 手動ではなく, 電気信号などで計時開始
からの所要時間を計測する時間測定器で, 1ミリ
秒 (1000分の 1秒) 単位での測定が必要な心理
学実験で用いられた｡ これらは, のちの 23から
33までの時間測定装置 (中には時間測定ではな
く時間設定用の 29 ｢プリセット・タイマー｣ や



































北尾 (1969) が用いた 1の ｢テープ式メモリー
ドラム｣ は, 竹井機器では ｢メモリーテープ｣ と
呼んでいる｡ カタログ掲載されている製品名も
｢メモリーテープ｣ (製品番号 207) である｡ にも
かかわらず北尾が ｢テープ式メモリードラム｣ と
記したのは, 本機の筐体に書かれている ｢TAPE

























方式 (5から 10) とスライドプロジェクターを用
いてスクリーンに提示するプロジェクター方式
(11から 15) に分かれる｡ 後者は, 刺激を大きな
スクリーンにも提示できることから, ｢集団式｣
とも呼ばれた｡ この装置に関してやっかいなこと














表 6 『心理学研究』 第 40巻 (1969年度) から第 60巻 (1989年度) に掲載された
使用された機器 40巻 41巻 42巻 43巻 44巻 45巻 46巻




5 瞬間露出器 (労研式) 田中博正
6 タキストスコープ 山田 孝 木田光郎































28 Digit Tmer TW-7010 A









論文数 (合計 62編) 1 4 1 1 4 4 4 0















































永江誠司 井上道雄 斎藤洋典 桑原尚史
5 9 3 4 2 6 4 4 1 0 3 1 1
Hosei University Repository
し番号 11 で ｢PROJECTOR TYPE GROUP
TACHISTOSCOPE｣ と表記した野村 (1974,
1975), 山口 (1974), 広瀬 (1984) は, この表示
にしたがって装置名を英語表記したのであろう｡
ところが, カタログに掲げられている本機の正
式製品名は, ｢PROJECTOR TYPE GROUP
TACHISTOSCOPE｣ でも通称の ｢スライドタキ
ス｣ でもなく ｢幻灯式集団用タキストスコープ｣
(製品番号 T.K.K.208) なのである｡ 通し番号 12
で永江 (1977) が ｢幻灯式集団用タキストスコー
プ｣ と表記したのは, このカタログ表記に照らし
て正しい｡ また, 渡辺 (1983) が ｢プロジェクター
式タキストスコープ｣ (通し番号 15) と表記した
のは, おそらく筐体に書かれた ｢PROJECTOR
TYPE GROUP TACHISTOSCOPE｣ の ｢GROUP｣
という表現を無視して日本語に訳したためであろ
う (上記 1の機器で, 北尾が ｢メモリーテープ｣
を ｢テープ式メモリードラム｣ と表記したのと事





コープ｣ とほぼ一致 (｢シャッター｣ と ｢シャッ
タ｣ の違い) するからである｡ 製品番号 270aの
この機器には, a以外に, 270b ｢電子シャッタ｣,
270c ｢電子シャッタ用ドライバ｣ もある｡ 通し番





16の ｢ハプロスコープ｣ とは, ステレオスコー



















よいハプロスコープが展示されている｡ 図 1 aに
その写真を掲載した｡ 設置の仕方により大きさは
異なるが, 写真の状態 (アームが畳まれた状態)
で, 横幅 150 cm, 高さ 95 cmにも及ぶ大きなも




いたところ, 図 1 bの写真は, フルタイプとはも
ちろんのこと, かつて自身で使っておられた簡易





い合わせた｡ 御領先生に図 1 aと bの写真を見比
べていただいたところ, メールで以下の情報を頂
戴した｡



























の写真 (図 1 b) は 1960年代の早い時期に牧野
先生が深く関与して竹井機器において製作された












図 1 a 立教大学に保管されている竹井機器製ハプロスコープ (フルタイプ)
図 1 b 段ボール箱資料から見つかった ｢ハプロスコープ｣ の写真
図 1 竹井機器が製作した複数の型のハプロスコープ
Hosei University Repository
学研究』 に掲載された｡ 本装置は ｢弁別学習実験
装置｣ と名づけられているが, 弁別学習だけでな
く, 概念学習や移行学習も含めて幼児用の実験装










18の ｢大脇式選択反応時間検査機｣ は, 木田









この装置には, なぜ ｢大脇式｣ と冠されていた
のだろうか｡ それについては, 20とあわせて検
討すべきである｡ なぜなら, 20の ｢重複反応検
査器｣ は, 18の ｢大脇式選択反応時間検査機｣
の継承機だからである｡ まさに, 先の 17がのち





認められた｡ まず, 木田 (1972, 1974) が ｢大脇
式選択反応時間検査機｣ を用いて論文発表した年
は, 昭和 47年であった｡ 段ボール資料の中から




その撮影年月日は昭和 52年 2月 19日であった｡
段ボール資料にはさらに ｢重複作業反応検査器
(新)｣ (58. 12. 8) がある｡ 改良が重ねられたこ
の機種は, 今日のカタログにも ｢重複作業反応検
査器｣ (製品番号 T.K.K.1112) という製品名で掲
載されている｡ ほかにも, 1990年のカタログに
は ｢IC カード式重複作業反応検査器｣ (T.K.K.
1128b) なる製品が掲載されている｡ この ｢ICカー
ド式｣ のものは, 2000年の総合カタログでは外
されている｡ ｢ICカード式｣ は 1990年代に開発
され, 短い期間だけ利用されていた方式であった｡






















による皮膚電位反射 (GSR) 測定器である｡ 表 6
に採集された 3つの研究とも, 精神反応として現
れる生体電位変化を測定するためにこの装置を用
いたが, 3論文のうち鈴木ら (鈴木・岡市, 1974)





しかし, 1970年と 80年代, 『心理学研究』 に掲
載された論文の中に, 竹井機器の製品を用いたバ
イオフィードバック関連論文は, この 19のほか
は, あとで取り上げる 22のみであった｡ また,
竹井機器工業は動物実験用機器類も数多く製作し
たが, この時期の 『心理学研究』 には登場しなかっ
た｡




















さて, 竹田 (1977) が使用した装置は ｢オフサ
ルモグラフ TKKⅢ型｣ とあるが, 竹井機器に残
された写真資料に同名のものはない｡ ｢オフサル
モグラフ｣ の名前では, 図 2 aの写真が残されて
いるのみである｡ 竹田眞理子教授から提供いただ
いた ｢オフサルモグラフ TKKⅢ型｣ の写真 (e
図) はこれとは明らかに異なる｡ 竹井機器工業の
段ボール箱資料には, ｢オフサルモグラフ｣ 以外
に ｢アイカメラ｣ の名称で同じ方式の 3機種の写
真が残されている｡ ｢甲南式アイカメラ｣ (b図),
｢アイカメラ｣ (c図), ｢アイカメラ特殊仕様｣ (d
図) である｡ これらのうち b図の ｢甲南式アイ
カメラ｣ は, 竹田教授が用いたものと明らかに異
なるが, c図の ｢アイカメラ｣ と d図の ｢アイカ
メラ特殊仕様｣ は竹田教授のものと類似している｡
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ら行った｡ 竹田教授が使用したもの (e図) は横
長だが, c図と d図のうち横長なのは d図である｡
したがって, ｢オフサルモグラフ特殊仕様｣ が,






めと思われる｡ 論文中の竹田 (1977) の記述に





図 2 c 写真資料の ｢アイカメラ｣ 図 2 d 写真資料の ｢アイカメラ特殊仕様｣
図 2 竹井機器工業が製造した一連のフィルム式アイカメラ (オフサルモグラフ)









社大学と記録されている機器が 3件あり, その 1
つが ｢皮膚温度測定｣ であった｡ 撮影年月日は昭

























データベースの写真画像解像度は高く, 拡大すると左の筐体に ｢DOSHISHA TYPE MULTI





















した｡ 図 4 a上下の写真は, 段ボール箱資料にあっ
たこの機器の 2枚の写真である｡ 上下に並んだ写















図 4 a 段ボール箱にあった ｢三島式点形態図形発生｣
の写真
図 4 b 立教大学で収集されたこの装置の実物






























( 1 ) スキャニング作業は, 法政大学文学部心理学科
事務助手の佐藤壮平君の協力を得て行った｡
















( 4 ) 法政大学で行った古典的心理学機器のアーカイ
ブ化を目指す研究会 (2011. 6. 11実施) で, 京
都大学研究資源アーカイブデジタルコレクション・
アーキビスト五島芳講師から受けた助言｡







と呼んでいた｡ ｢Digit Preset｣ の頭文字をとっ
た命名である｡ 提示または間隔時間を 0から 9ま
での 10文字のサムネイルスイッチを回して設定
する方式に対する命名である｡
( 6 ) その講義内容は, 牧野 (1973) で参照できるこ
とを御領先生より情報提供いただいた｡
( 7 ) この論文の方法欄に ｢A two-channel tachisto-
scope (manufactured by Takei Kiki Co.) was
used.｣ と記載されている｡ タキストスコープと
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Psychology Experimental Apparatuses Used in 1970’s and 1980’s in Japan:
Constructing a Database of Apparatuses
produced by Takei Kiki Kogyo Co.
YOSHIMURA Hirokazu
Abstract
Before using personal computers in psychology experiments, we had been using many kinds
of apparatuses designed for each experiment. In 1970’s and 1980’s, considerable parts of those
apparatuses were supplied by Takei Kiki Kogyo Co. Although we would frequently refer to the
articles using those apparatuses, it is becoming to be difficult to get precise information about the
apparatuses because almost all of them have been scrapped.
In the present research, I construct a database of the apparatuses produced by Takei Kiki
Kogyo Co. in cooperation with the company. While Takei Kiki Kogyo Co. has produced several
thousand kinds of apparatuses, it keeps very small part of them. However, their photos have
been preserved rather well, using which I construct a database. In the second part of the research,
I verified the recorded items with the articles in Japanese Journal of Psychology in which the
apparatus was used. In result, I could make sure that almost all apparatuses quoted in the 62
articles of JJP from 1969 to 1989 appear in the database. Among the quoted apparatuses, there
were many kinds of trial products which do not appear in catalogues.
Hosei University Repository
